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一
、
序

室
町
時
代
以
前
の
『
論
語
』
古
鈔
本
（
古
写
本
）
の
研
究
は
、
中
世
儒
学
史
研
究
の
大
き
な
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
。
三
世
紀
と
言
わ
れ
る
最

も
早
い
時
期
の
漢
籍
受
容
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
に
於
け
る
漢
字
文
化
の
基
礎
と
な
り
、
古
く
か
ら
古
写
本
に
よ
る
伝
承
が
重
ん
じ
ら
れ
た

『
論
語
』
は
、
現
存
す
る
漢
籍
の
古
写
本
の
総
体
か
ら
見
て
も
、
そ
の
量
の
多
さ
は
群
を
抜
い
て
い
る
。
外
典
中
、
最
古
の
出
版
物
と
言
わ
れ
る
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正
平
版
『
論
語
』（
正
平
十
九
年
＝
一
三
六
四
）
や
博
士
家
の
監
修
に
よ
る
天
文
版
『
論
語
』（
天
文
二
年
＝
一
五
三
三
）
の
開
板
、
ま
た
、
中
国

に
亡
ん
だ
梁
皇
侃
の
『
論
語
義
疏
』
の
古
鈔
本
に
よ
る
伝
承
、
な
ど
、
学
問
史
上
特
記
す
る
べ
き
現
象
が
存
在
し
た
の
も
、『
論
語
』
な
ら
で
は

の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

そ
の
『
論
語
』
の
伝
承
は
、
専
ら
魏
の
何
晏
の
集
解
本
が
中
心
で
あ
り
、『
義
疏
』
本
は
そ
れ
を
囲
繞
す
る
よ
う
に
影
響
を
与
え
て
き
た
。
集

解
本
の
伝
承
は
、
十
三
世
紀
を
上
限
と
し
、
そ
れ
以
上
遡
る
古
鈔
本
は
遺
ら
な
い
。
そ
し
て
、
南
北
朝
期
に
幾
つ
か
を
存
し
、
ま
た
、
室
町
時
代

の
前
期
に
は
ほ
ぼ
そ
の
間
の
鈔
本
（
写
本
）
と
思
わ
れ
る
も
の
は
皆
無
に
等
し
い
。
却
っ
て
、
室
町
時
代
中
期
か
ら
特
に
後
期
に
は
、
吹
き
出
す

よ
う
に
そ
の
古
鈔
本
の
伝
存
が
多
く
な
る
。
従
っ
て
、
南
北
朝
以
前
の
古
い
古
鈔
本
の
研
究
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
室
町
時
代
の
古
鈔
本
の
性
格

と
意
義
を
整
理
す
る
試
み
も
、
ま
た
、
中
世
史
研
究
の
重
要
な
一
側
面
を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
室
町
時
代
中
後
期
の
儒
学
史
を
担
っ
た
博
士
家
の
立
役
者
・
清
原
宣
賢
の
学
統
を
、
中
世
期
最
後
の
博
士
家
を
取
り
巻
く

人
々
が
ど
の
よ
う
に
伝
承
し
て
い
っ
た
か
を
、『
論
語
集
解
』
の
古
鈔
本
を
通
じ
て
、
と
り
わ
け
清
原
枝
賢
に
注
目
し
な
が
ら
、
伝
本
の
系
統
を

明
ら
か
に
し
、
室
町
時
代
後
期
の
清
家
本
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
清
原
宣
賢
手
定
本

清
原
宣
賢
（
一
四
七
五
〜
一
五
五
〇
＝
文
明
七
年
〜
天
文
十
九
年
）
は
、
吉
田
兼
倶
の
三
男
と
し
て
、
吉
田
神
道
の
家
に
生
ま
れ
、
清
原
宗
賢

の
養
子
と
な
り
、
室
町
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
、
博
士
家
清
原
家
学
の
再
興
を
果
た
し
た
中
世
の
大
儒
で
あ
る
。
号
は
環
翠
軒
。
ま
た
、

剃
髪
し
て
宗
尤
と
号
し
た
。

宣
賢
の
儒
学
書
に
関
す
る
学
術
活
動
の
特
色
は
、
と
り
わ
け
気
迫
の
こ
も
っ
た
鈔
本
を
自
ら
幾
つ
も
作
り
、
そ
の
際
に
、
家
伝
の
鈔
本
に
加
え
、

新
渡
来
の
中
国
刊
本
を
参
照
し
て
校
勘
を
行
い
、
そ
れ
を
定
本
と
し
て
定
め
伝
え
た
こ
と
で
、
天
文
版
『
論
語
』
な
ど
の
出
版
事
業
に
協
力
、



『
論
語
聴
塵
』
な
ど
の
講
説
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
講
義
講
説
に
も
積
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
そ
れ
ま
で
の
古
い
清
家
本
や
清
家
訓
点
を

集
大
成
し
、
経
書
の
解
釈
講
読
に
新
基
軸
を
興
し
、
そ
の
普
及
に
努
め
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
に
、
夥
し
く
遺
さ
れ
る
、
宣
賢
点
と
称
す
る

経
書
の
古
鈔
本
や
刊
本
へ
の
移
点
本
は
、
そ
の
学
問
が
如
何
に
権
威
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
物
語
る
証
で
あ
る
。
例
え
ば
そ
の
手
定
の
例
は
、

京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
清
家
文
庫
な
ど
に
よ
る
と
、
永
正
十
一
年
に
『
尚
書
（
書
経
）』、
永
正
九
・
十
年
に
『
毛
詩
（
詩
経
）』、

永
正
十
二
年
に
『
春
秋
経
伝
集
解
』、
永
正
十
三
年
に
『
孟
子
』
な
ど
と
書
写
・
写
点
を
行
っ
て
い
る
自
筆
本
が
現
存
し
、
勢
い
の
凄
ま
じ
さ
は

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。

『
論
語
集
解
』
の
定
本
は
、
そ
の
自
筆
附
訓
本
（
本
文
は
身
辺
の
者
に
令
写
）
が
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
（
貴66

ﾛ8

）
本
（
一
冊
）
と
し
て

現
存
す
る
が
、
存
巻
六
〜
十
の
零
本
で
、
か
つ
単
経
本
で
あ
る
故
に
、
手
定
の
由
来
と
全
貌
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
幸
い
、
宣
賢
点
の
由

来
を
明
確
に
伝
え
た
伝
鈔
本
（
も
と
の
鈔
本
を
更
に
転
写
し
た
も
の
）
が
四
本
伝
わ
り
、
そ
の
四
本
に
記
さ
れ
た
宣
賢
の
本
奥
書
（
も
と
お
く
が

き
）
に
よ
っ
て
、
永
正
九
年
（
一
五
一
二
）、
宣
賢
三
十
八
歳
の
時
に
定
本
を
定
め
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
四
本
は
、
次
の
も
の

で
あ
る
。

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
（66

ﾛ6

）

室
町
末
近
世
初
期
写
　
伏
原
宣
條
・
宣
光
所
持
本
　
　
　
　
　
　
　
二
冊

大
阪
府
立
図
書
館
蔵
（
甲
和153

）

永
禄
元
亀
頃
（
一
五
五
八
〜
七
二
）
釈
梅
仙
写
　
　
　
　
　
　
　
　
五
冊

神
宮
文
庫
蔵
（515

）

大
永
三
年
（
一
五
二
三
）
林
宗
二
写
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
冊

神
宮
文
庫
蔵
（488

）

江
戸
初
期
〜
前
期
写
　
養

徹
定
（
一
八
一
四
〜
九
一
）
手
沢
　
　
五
冊

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
伝
本
に
は
、

「
永
正
九
年
正
月
十
五
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
即
加
朱
墨
訖

少
納
言
清
原
朝
臣
　
判
」

と
言
っ
た
宣
賢
の
奥
書
が
随
所
に
写
し
遺
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
宣
賢
の
定
本
に
依
っ
て
書
写
移
点
を
行
っ
た
、
第
一
次
宣
賢
点
移
点
本
と
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称
し
得
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
さ
て
、
そ
の
訓
法
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
慶
長
刊
本
『
論
語
集
解
』
を
参
見
す
る
の
が
最
も
便
利
で

あ
る
（
拙
著
「
慶
長
刊
論
語
集
解
の
研
究
」『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
三
十
一
輯
・
平
成
九
年
参
照
）。
中
世
の
末
期
（
十
六
世
紀
後
半
か
ら
十
七
世

紀
初
頭
）、
朝
鮮
よ
り
輸
入
さ
れ
た
木
活
字
印
刷
の
技
術
に
よ
っ
て
一
世
を
風
靡
し
た
古
活
字
版
は
、
テ
キ
ス
ト
自
体
、
博
士
家
本
に
依
っ
た
も

の
で
あ
り
、
そ
こ
に
附
さ
れ
た
書
き
入
れ
墨
筆
の
訓
点
は
、
伝
承
者
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
、
洗
練
さ
れ
た
宣
賢
点
の
姿
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
宣
賢
点
本
が
、
慶
長
期
を
経
て
江
戸
時
代
を
迎
え
る
ま
で
、
ど
の
よ
う
な
伝
承
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
は
、
中
世
儒
学
史

を
総
括
す
る
上
で
重
要
な
一
項
目
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
研
究
に
は
、
宣
賢
の
孫
・
枝
賢
に
よ
る
宣
賢
点
伝
承
の
把
握
が
必
須
で
あ
る
こ
と

を
、
以
下
に
示
す
幾
つ
か
の
伝
鈔
本
が
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
、
清
原
枝
賢
伝
来
本

枝
賢
は
、
宣
賢
の
男
、
良
雄
（
始
め
業
賢
と
称
す
、
一
四
九
九
〜
一
五
六
六
＝
明
応
八
年
〜
永
禄
九
年
）
の
子
に
し
て
、
す
な
わ
ち
宣
賢
の
孫

に
あ
た
る
。
明
経
博
士
、
号
を
三
陽
院
と
称
し
た
。
一
五
二
〇
（
永
正
十
七
年
）
生
、
一
五
九
〇
（
天
正
十
八
年
）
没
。
宣
賢
の
学
統
を
よ
く
守

り
、
子
・
国
賢
（
一
五
四
四
〜
一
六
一
四
＝
天
文
十
三
年
〜
慶
長
十
九
年
）、
孫
・
秀
賢
（
一
五
七
五
〜
一
六
一
四
＝
天
正
三
年
〜
慶
長
十
九
年
）

と
続
く
室
町
時
代
末
近
世
初
期
の
清
原
家
学
三
代
を
築
い
た
人
で
あ
る
。
清
家
の
経
書
解
釈
は
、
宣
賢
以
後
、
新
し
い
解
釈
を
生
む
こ
と
は
な
か

っ
た
が
、
南
北
朝
以
前
の
古
い
家
学
の
訓
読
に
戻
る
こ
と
も
な
く
、
新
渡
来
の
中
国
刊
本
を
吸
収
し
た
宣
賢
の
テ
キ
ス
ト
を
墨
守
し
て
、
安
定
し

た
宣
賢
点
本
の
講
読
を
行
っ
て
い
た
。
従
っ
て
、
清
家
室
町
末
期
三
代
は
、
中
世
期
の
博
士
家
儒
書
講
読
の
結
実
期
を
迎
え
た
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
の
実
は
、
中
興
の
祖
で
あ
る
宣
賢
の
点
本
に
つ
い
て
、
そ
の
流
布
に
与
っ
た
こ
と
に
こ
そ
、
そ
の
功
績
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

枝
賢
が
『
論
語
集
解
』
を
ど
う
伝
承
し
た
か
、
現
存
の
幾
つ
か
の
資
料
が
、
実
態
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
圧
巻
は
、
永
正
九
年
・
十
七
年
（
一

五
一
二
・
一
五
二
〇
）
に
宣
賢
が
定
め
た
点
本
を
、
天
文
二
十
年
（
一
五
五
一
）、
枝
賢
三
十
二
歳
の
時
に
移
点
し
認
め
た
テ
キ
ス
ト
で
、
白
河



楽
翁
（
松
平
定
信
）
旧
蔵
に
し
て
現
在
、
東
洋
文
庫
に
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
宣
賢
が
没
し
た
の
は
天
文
十
九
年
で
あ
る
か
ら
、
移
点
は
、

そ
の
翌
年
に
当
た
る
。
伝
承
の
生
々
し
さ
を
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
当
時
の
家
学
は
、
若
年
よ
り
幾
度
と
な
く
書
写
伝
承
に
携
わ
る
の
が
通
例

で
、
枝
賢
は
さ
ら
に
若
く
、
天
文
五
年
、
十
七
歳
の
時
す
で
に
厳
父
良
雄
の
命
に
よ
り
『
論
語
集
解
』
の
書
写
に
当
た
っ
て
い
た
。
先
ず
は
そ
の

事
実
を
示
す
京
都
大
学
蔵
本
か
ら
見
て
み
よ
う
。

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
（1-66

ﾛ5

）

論
語
十
巻
　
魏
何
晏
集
解
　
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
清
原
枝
賢
令
写

天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
清
原
良
雄
証
明
　
二
冊

薄
茶
色
艶
出
表
紙
（
二
十
七
・
五
×
二
十
・
三
�
）。
表
紙
に
「
圓
珠
経
　
宇
（
寅
）」
と
墨
書
す
る
。
こ
の
手
は
本
文
と
同
筆
で
あ
る
。
次
に
、

何
晏
の
序
文
を
冠
す
。

論
語
序

叙
曰
漢
中
塁
校
尉
劉
向
言
魯
論
語
二

十
篇
皆
孔
子
弟
子
記
諸
善
言
也
太
子

・
・
・
・
・
・
・

次
に
巻
第
一
の
本
文
が
く
る
。

論
語
学
而
第
一
　
　
　
何
晏
集
解

―5―

室町時代後期　清原家伝来　古鈔本『論語集解』について



―6―

日本漢文学研究２

子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
説
乎
・
・
・

注
釈
は
小
字
で
双
行
に
入
れ
る
。
ま
た
、「
論
語
学
而
第
一
」
の
右
側
に
、
本
文
同
筆
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、「
論
語
巻
第
一
　
才
ナ
（
才
は
摺

の
省
略
と
考
え
ら
れ
る
。
ナ
の
字
は
、
有
を
省
略
し
て
記
す
）」
と
墨
書
す
る
。
こ
れ
は
宣
賢
本
以
来
の
校
勘
の
メ
モ
で
あ
る
。「
論
語
巻
第
一
」

の
題
が
、
摺
本
、
つ
ま
り
、
印
刷
本
（
刊
本
）
に
は
存
在
す
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
摺
本
と
は
宋
版
系
の
テ
キ
ス
ト
を
指
す
で

あ
ろ
う
。
実
は
、
こ
う
し
た
本
書
へ
の
校
勘
メ
モ
書
き
入
れ
は
、
後
に
示
す
天
文
二
十
年
（
一
五
五
一
）
枝
賢
奥
書
本
（
東
洋
文
庫
所
蔵
）
よ
り

も
や
や
簡
略
に
止
ま
る
が
、
原
型
は
宣
賢
本
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
う
一
つ
注
意
す
る
べ
き
は
、
こ
の
巻
第
一
の
形
式
に
枝
賢
本
の
特
徴
が
よ
く
現
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
宣
賢
本
の
特
徴

は
、「
論
語
学
而
第
一
」
と
「
何
晏
集
解
」
の
間
に
「
凡
十
六
章
」
と
章
数
を
加
え
、
更
に
は
「
不
亦
説
乎
」
を
「
説
」
に
作
っ
て
「
悦
」
に
作

る
他
本
と
は
一
線
を
画
す
る
こ
と
に
あ
り
、
宣
賢
本
を
忠
実
に
移
写
し
て
い
る
枝
賢
本
で
は
あ
る
が
、
ど
う
し
た
わ
け
か
、
巻
一
巻
頭
の
み
は
、

こ
の
章
数
を
欠
く
。
そ
し
て
、
枝
賢
本
の
系
統
は
み
な
そ
れ
を
襲
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
中
世
期
伝
鈔
本
の
受
動
的
規
範
性
が
感
得
さ

れ
る
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
字
様
・
訓
読
書
き
入
れ
・
書
写
の
形
式
な
ど
の
類
似
性
は
逆
に
テ
キ
ス
ト
分
類
の
大
き
な
拠
り
所
と
も

な
る
の
で
あ
る
。

書
写
は
、
毎
半
葉
七
行
、
毎
行
十
四
字
、
小
字
双
行
で
墨
の
匡
郭
は
二
十
一
・
七
×
十
八
・
三
尺
、
各
界
の
幅
は
二
・
七
尺
。
料
紙
は
厚
手
の

楮
紙
。
柱
に
は
何
も
記
さ
ず
、
丁
付
も
無
い
。
本
文
・
注
と
も
に
全
巻
一
筆
で
、
附
訓
（
返
り
点
・
送
り
が
な
・
附
訓
・
縦
点
）、
音
注
、
校
異
、

ヲ
コ
ト
点
（
こ
れ
は
朱
筆
）
な
ど
全
て
一
人
の
手
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
、
な
お
か
つ
本
文
書
写
者
と
同
一
人
と
考
え
ら
れ
る
。（
た
だ
し
、
衞
靈

公
第
十
五
の
第
一
〜
七
丁
、
子
張
第
十
九
の
第
三
丁
は
そ
れ
ぞ
れ
別
筆
で
あ
る
。
子
張
の
箇
所
は
あ
る
い
は
枝
賢
の
自
筆
に
係
る
か
。）
尾
題
は
、

「
論
語
巻
第
一
」
と
し
、
そ
の
下
に
小
字
双
行
で
、「
経
一
千
四
百
七
十
字
」「
註
一
千
五
百
一
十
五
字
」
と
経
註
字
数
を
加
え
る
。
巻
十
ま
で
同

様
で
あ
る
。



ま
た
、
宣
賢
本
の
系
統
に
属
す
る
、

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
（
貴66

ﾛ8

）

論
語
十
巻
　
存
巻
六
〜
十
　
魏
何
晏
集
解
・
単
経
本
　
室
町
時
代
写
　
宣
賢
自
筆
附
訓
　
一
冊

と
引
き
比
べ
る
と
、
本
文
の
字
様
が
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。
清
家
に
仕
え
た
複
数
の
右
筆
に
よ
る
世
襲
的
性
格
を
表
す
も
の
か
、

あ
る
い
は
、
天
文
五
年
、
宣
賢
が
令
写
し
た
際
に
、
枝
賢
も
同
人
に
令
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
時
の
公
卿
に
よ
る
日
常
の
学
術
活
動
は
、
こ

う
し
た
資
料
か
ら
推
測
し
て
、
興
味
が
尽
き
な
い
。
そ
こ
で
、
本
書
の
成
立
に
つ
い
て
、
末
尾
に
付
さ
れ
た
二
通
の
奥
書
を
見
て
み
よ
う
。
先
ず
、

巻
十
末
に
記
さ
れ
た
清
原
良
雄
（
枝
賢
の
父
）
の
自
筆
奥
書

此
書
全
部
仰
息
男
枝
賢
令
書
写
之

以
累
家
秘
説
加
朱
墨
両
点
輙
莫
許

電
覧
而
已

天
文
八
暦
仲
春
吉
曜
日
　
給
事
中
清
原
朝
臣
　
（
花
押
）

や
や
柔
ら
か
み
を
帯
び
た
曲
線
状
の
特
色
あ
る
字
様
の
、
こ
の
奥
書
は
、「
息
男
枝
賢
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
良
雄
（
業
賢
）
の
筆
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
も
の
で
、
意
は
、
本
書
の
成
立
を
枝
賢
の
令
写
に
委
ね
、
父
宣
賢
の
訓
点
を
移
点
せ
し
め
、
些
か
な
り
と
も
家
人
以
外
の
者
の
閲
覧

を
許
さ
な
い
旨
の
も
の
で
あ
る
。

更
に
、
そ
の
書
写
に
関
わ
っ
た
枝
賢
が
自
ら
第
一
冊
末
（
巻
五
末
）
に
記
し
た
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

魯
論
両
冊
応
亡
父
三
位
之
厳
命
　
遂
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書
写
之
功
今
屈
指
四
十
以
往
也
嗚

呼
歳
不
我
述
矣
後
巻
雖
令
亡
父
卿

証
明
累
葉
之
秘
点
不
漏
一
事
故
為

禁
他
見
重
不
加
制
筆
而
已

天
正
四
年
林
鐘
二
十
日

司
業
清
原
朝
臣
枝
賢

魯
論
す
な
わ
ち
『
論
語
』
二
冊
は
、
四
十
年
前
に
父
良
雄
の
命
で
書
写
移
点
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
。
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
は
、
枝
賢
五

十
七
歳
、
父
良
雄
が
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
に
没
し
て
か
ら
十
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
四
十
年
前
と
は
、
枝
賢
が
十
七
歳
す
な
わ
ち

天
文
五
年
（
一
五
三
六
）、
宣
賢
六
十
二
歳
の
時
で
あ
る
。
経
緯
を
少
し
く
ま
と
め
て
み
る
な
ら
ば
、

天
文
五
年
　
（
一
五
三
六
）
宣
賢
六
十
二
歳
　
　
　
良
雄
三
十
八
歳
　
　
　
枝
賢
十
七
歳
（『
論
語
』
令
写
）

天
文
十
九
年
（
一
五
五
〇
）
宣
賢
没
＝
七
十
六
歳
　
良
雄
五
十
二
歳
　
　
　
枝
賢
三
十
一
歳

永
禄
九
年
　
（
一
五
六
六
）

良
雄
没
＝
六
十
七
歳
　
枝
賢
四
十
七
歳

天
正
四
年
　
（
一
五
七
六
）

枝
賢
五
十
七
歳
（『
論
語
』
加
証
）

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）

枝
賢
没
＝
七
十
一
歳

と
、
概
観
さ
れ
る
。
枝
賢
は
ま
た
、
天
文
十
九
年
の
四
月
、
宣
賢
が
没
す
る
直
前
に
、
十
一
代
前
の
先
祖
清
原
良
枝
（
建
長
五
年
〜
元
弘
一
年
＝

一
二
五
三
〜
一
三
三
一
）
の
筆
と
伝
え
る
『
論
語
集
解
』（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
・1-66
ﾛ6

）
に
加
証
奥
書
を
記
し
て
い
る
。
更
に
、
天
文



二
十
年
に
宣
賢
点
本
の
移
点
を
行
い
、
永
禄
九
年
に
は
、
天
文
版
『
論
語
』
初
印
本
へ
の
加
点
を
証
し
（
慶
應
義
塾
図
書
館
所
蔵132x

160

）、

元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
に
は
正
平
版
『
論
語
』（
無
跋
本
）
に
加
点
を
行
っ
て
い
る
（
東
洋
文
庫
所
蔵
・
二
ｃ
ａ4

）。

そ
れ
ぞ
れ
の
奥
書
は
、

京
大
本
「
夫
以
斉
家
治
国
之
要
莫
過
乎
此
書
・
・
・
清
家
中
興
穀
倉
院
別
当
正
四
位
下
行
大
外
記
清
原
良
枝
朝
臣
入
道
了
空
之
真
跡
天
文
庚
戌
夏

四
月
日
　
清
原
朝
臣
枝
賢
﹇
東
﹈（
朱
印
）」

慶
應
本
「
永
禄
歳
舎
丙
寅
菊
月
二
十
又
九
袖
此
一
冊
索
後
証
家
点
恰
如
一
器
水
於
移
一
器
勿
令
聴
電
覧
矣
・
・
・
司
農
卿
清
原
朝
臣
﹇
枝
／
賢
﹈

（
朱
印
）」

東
洋
本
「
右
魯
論
者
人
倫
之
大
用
也
時
習
可
也
玩
索
而
覚
気
味
深
長
者
乎
于
爰
不
干
翁
専
仏
教
余
志
儒
術
求
累
家
秘
点
不
及
猶
豫
拭
渋
眼
染
禿
筆

加
朱
墨
・
・
・
元
亀
第
二
歳
舎
辛
未
春
二
月
初
八
宮
内
卿
清
原
朝
臣
（
花
押
）﹇
枝
／
賢
﹈（
朱
印
）」

こ
の
よ
う
に
枝
賢
は
、
祖
父
・
厳
父
が
世
を
去
る
時
に
、
家
本
の
証
明
に
墨
付
き
を
す
る
、
ま
さ
に
連
綿
伝
持
の
経
学
伝
承
の
典
型
を
体
し
て

い
た
と
言
え
る
。

振
り
返
っ
て
、
本
書
の
天
文
五
年
の
書
写
は
、
こ
こ
に
見
る
枝
賢
の
自
筆
奥
書
と
は
別
筆
と
見
ら
れ
、
写
本
自
体
は
や
は
り
清
家
に
仕
え
る
右

筆
の
手
に
な
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
訓
点
は
前
記
・
京
大
本
（
貴66

ﾛ8

）
宣
賢
自
筆
附
訓
本
（
単
経
本
）
と
全
く
同
一
で
、
注
文
も
含
め
た
、

宣
賢
の
忠
実
な
訓
を
家
に
伝
え
た
も
の
と
し
て
は
、
最
も
古
い
テ
キ
ス
ト
と
し
て
甚
大
な
価
値
を
有
す
る
一
本
で
あ
る
。

ま
た
、
本
書
の
大
き
な
特
徴
と
言
え
る
こ
と
に
、
宣
賢
が
定
め
た
定
本
に
は
「
才
（
摺
）
本
」
と
い
う
別
本
の
異
同
が
事
細
か
に
記
さ
れ
る
が
、

そ
の
校
異
を
受
け
て
「
才
本
」
の
正
し
い
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
「
才
本
」
の
校
異
に
従
っ
て
訂
正
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
学
而
篇
、

「
子
曰
導
千
乗
之
国
」
に
宣
賢
が
「
道
才
作
」
と
記
し
、
才
本
は
「
道
」
に
作
る
と
し
て
い
る
と
、
本
書
は
、
そ
れ
を
「
子
曰
道
千
乗
之
国
」
と

変
え
て
書
写
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
例
は
少
な
か
ら
ず
見
う
け
ら
れ
、
ま
た
、
お
し
な
べ
て
、
宣
賢
の
定
本
に
比
し
て
「
也
」「
之
」

「
者
」
な
ど
の
助
字
を
削
略
し
て
い
る
箇
所
が
目
立
つ
。
そ
し
て
、
こ
の
変
化
が
枝
賢
本
の
定
本
と
な
っ
て
、
後
に
述
べ
る
梵
舜
本
な
ど
の
系
統
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を
生
む
こ
と
に
な
る
。

従
っ
て
、
本
書
は
、
宣
賢
が
永
正
九
年
に
定
め
た
手
定
点
本
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
改
訂
し
た
も
の
で
、
永
正
本
を
伝
鈔
し
た
第
一
次
宣
賢
点
移

点
本
に
対
し
て
、
第
二
次
宣
賢
点
移
点
本
と
名
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
そ
れ
は
、
良
雄
・
枝
賢
の
手
に
よ
っ
て
伝
鈔
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

本
書
に
は
、「
船
橋
蔵
書
」
の
印
を
捺
し
、
後
期
三
代
、
舟
橋
秀
賢
の
伝
承
を
経
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
宣
賢
の
永
正
九
年
・
十
七
年
（
一
五
一
二
・
一
五
二
〇
）
加
点
証
本
を
、
忠
実
に
伝
え
、
天
文
二
十
年
に
枝
賢
が
奥
書
を
認
め
て
定
本

と
し
た
伝
鈔
本
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
本
書
（
東
洋
文
庫
蔵
本
）
は
、
前
記
天
文
五
年
加
点
本
よ
り
も
校
異
や
音
注
な
ど
の
書
き
入
れ
が
多
く
、

つ
ま
り
、
天
文
五
年
鈔
本
の
よ
う
に
、
宣
賢
本
の
校
異
に
従
っ
て
本
文
の
字
句
を
改
訂
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
と
は
違
い
、
宣
賢
本
の
第
一
次
移
点

本
と
も
言
え
る
、
伏
原
家
本
・
梅
仙
本
・
林
宗
二
本
な
ど
に
近
く
、
そ
れ
よ
り
も
や
や
校
異
が
詳
密
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
付
加
さ
れ
た
校

異
は
宣
賢
の
も
の
か
、
枝
賢
が
加
え
た
も
の
か
、
分
か
ら
ぬ
が
、
こ
の
枝
賢
伝
持
の
宣
賢
点
本
は
、
第
一
次
移
点
本
と
、
天
文
五
年
鈔
本
の
系
統

と
な
る
梵
舜
本
や
吉
田
家
本
な
ど
の
第
二
次
宣
賢
点
移
点
本
の
中
間
に
位
置
す
る
も
の
で
、
宣
賢
点
本
と
枝
賢
本
の
繋
が
り
を
知
る
上
で
極
め
て

重
要
な
一
本
で
あ
る
。
本
書
の
位
置
を
図
示
す
れ
ば
次
の
〔
図
１
〕
よ
う
に
な
る
。



東
洋
文
庫
所
蔵
（1C

41

）

論
語
十
巻
　
魏
何
晏
集
解
　
室
町
時
代
後
期
写
　
永
正
九
・
十
七
年
宣
賢
点
本

天
文
二
十
年
枝
賢
証
本
　
　
　
五
冊

薄
茶
色
の
古
表
紙
、
二
十
六
・
五
×
二
十
・
七
尺
。
題
簽
は
江
戸
時
代
初
期
頃
と
思
し
き
丹
色
の
料
紙
に
、
本
文
と
は
別
筆
に
て
「
論
語
　
一

之
二
」
な
ど
と
記
す
。
第
五
冊
目
の
題
簽
に
は
「
論
語
　
九
之
十
／
清
原
枝
賢
朱
墨
秘
本
」
と
墨
書
す
る
。
何
晏
の
論
語
序
は
、

論
語
序
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叙
曰
漢
中
塁
校
尉
劉
向
言
魯
論
語
二

十
篇
皆
孔
子
弟
子
記
諸
善
言
也
太
子

・
・
・
・
・
・
・

で
京
大
蔵
天
文
五
年
写
本
と
字
詰
め
も
同
じ
で
、
字
様
も
よ
く
似
る
。
東
洋
文
庫
本
に
は
、「
論
語
序
」
の
右
に
「
世
？
論
語
序
有
注
」
と
、「
塁
」

の
左
に
「
力
軌
反
」、「
校
」
の
左
に
「
戸
教
反
」、「
向
」
の
左
に
「
舒
尚
反
」、「
太
」
の
左
に
「
泰
」
と
そ
れ
ぞ
れ
校
異
・
音
注
を
加
え
る
（
本

文
同
筆
）。
こ
う
し
た
書
き
入
れ
は
、
枝
賢
系
の
写
本
に
は
皆
受
け
継
が
れ
て
い
る
も
の
で
、
た
だ
し
、「
世
？
論
語
序
有
注
」
の
批
校
は
本
書
の

み
に
加
え
ら
れ
る
。
巻
一
巻
頭
も
序
首
と
同
様
、
京
大
本
と
よ
く
似
る
。
し
か
し
、
校
異
は
一
層
詳
し
い
。

論
語
学
而
第
一
　
　
　
何
晏
集
解

子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
説
乎
・
・
・

章
数
を
欠
く
。
た
だ
し
巻
二
以
降
は
欠
か
な
い
。
題
式
に
関
す
る
校
異
は
「
論
語
学
而
第
一
」
の
右
側
に
、

①
摺
本
疏
釈
文
並
無
論
語
両
字
但
古
本
有
之

②
論
語
巻
第
一
才
有

（
摺
本
つ
ま
り
印
刷
本
や
注
疏
本
、
経
典
釈
文
に
は
「
論
語
」
の
二
字
が
無
く
、
古
本
に
は
あ
る
。
才
は
摺
の
略
。
印
刷
本
は
別
に
「
論
語
巻

第
一
」
と
題
し
て
い
る
）

ま
た
、
左
側
に

③
二
字
才
无
（「
論
語
」
の
二
字
は
摺
本
に
は
無
い
）

と
あ
り
、「
何
晏
集
解
」
の
右
側
に



④
疏
并
釈
文
此
篇
外
無
何
晏
集
解
四
字
是
随
略

⑤
何
晏
二
字
疏
有
釈
無

⑥
四
字
摺
本
有

⑦
音
義
曰
一
本
作
何
晏
集
解

（
注
疏
本
や
経
典
釈
文
は
学
而
篇
以
下
に
は
「
何
晏
集
解
」
の
四
字
は
無
い
。
ま
た
、「
何
晏
」
の
二
字
は
注
疏
本
に
は
あ
る
が
経
典
釈
文
に
は

無
い
。
摺
本
に
は
「
何
晏
集
解
」
の
四
字
が
あ
る
）

と
す
る
七
種
の
校
異
が
小
字
で
本
文
同
筆
に
て
加
え
ら
れ
る
。
本
文
に
も
、「
説
」
の
左
に
「
悦
注
同
」
な
ど
と
同
じ
く
本
文
同
筆
で
音
注
が
附

さ
れ
る
。
無
論
、
こ
う
し
た
校
異
の
元
と
な
っ
た
テ
キ
ス
ト
の
同
定
を
試
み
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
が
、
中
世
期
の
博
士
家
を
取
り
巻
く
諸
本
の

環
境
は
複
雑
に
し
て
、
容
易
な
推
測
を
可
能
に
し
な
い
。

書
式
は
、
毎
半
葉
七
行
、
毎
行
十
四
字
、
墨
界
の
寸
法
は
二
十
・
七
×
十
七
・
五
尺
。
各
界
の
幅
は
二
・
六
尺
。
料
紙
は
斐
楮
交
漉
紙
。
尾
題

は
「
論
語
巻
第
一
」
な
ど
と
巻
十
ま
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
下
に
経
注
字
数
を
加
え
る
こ
と
京
大
蔵
天
文
五
年
写
本
と
同
様
で
あ
る
。

本
文
は
一
筆
で
、
た
だ
巻
六
の
み
は
別
筆
で
あ
る
が
、
他
と
同
時
代
の
書
写
に
係
る
。
書
き
入
れ
も
前
述
の
如
く
同
筆
で
（
巻
六
は
巻
六
本
文

と
同
筆
）、
訓
点
（
返
り
点
・
送
り
が
な
・
附
訓
・
縦
点
・
声
点
）
を
加
え
、
朱
の
ヲ
コ
ト
点
を
打
つ
。
欄
外
の
書
き
入
れ
も
少
々
見
ら
れ
、
江

家
本
の
説
を
引
く
も
の
が
あ
る
が
、
宣
賢
点
本
の
忠
実
な
写
し
で
あ
る
。
ま
た
、
本
文
と
同
筆
に
て
、
宣
賢
の
永
正
年
間
の
奥
書
を
各
巻
末
に
移

写
し
て
い
る
。

【
巻
一
末
】

永
正
九
年
正
月
十
五
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
即
加
朱
墨
訖

少
納
言
清
原
朝
臣
　
判

文
字
増
減
年
来
不
審
以
数
多
家
本
雖
令
校
合
共
以
不
一
揆
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爰
唐
本
不
慮
感
得
之
間
即
校
正
之
処
相
違
非
一
旦
古
本
之
躰

今
非
可
改
易
仍
脇
注
之
両
存
焉
就
家
説
於
無
害
之
文

字
者
以
朱
消
之
是
又
非
憶
説
黄
表
紙
家
本
如
此
後
来
以
此

本
可
為
証
者
乎

永
正
十
七
年
九
月
二
十
三
日
　
給
事
中
清
原
宣
賢

宣
賢
｜
｜
｜
｜

枝
賢
｜
｜

此
本
康
雄
令
／
借
用
之
遂
講
／
談
之
切
者
也

【
巻
二
末
】

永
正
九
年
正
月
二
十
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
即
加
朱
墨
訖

少
納
言
清
原
朝
臣
　
判

以
唐
本
校
了

宣
賢
｜
｜
｜
｜

枝
賢
｜
｜
　
妙
法
発
起
講
之
／
進
□
郎
賢
光
発
起
講
之

【
巻
三
末
】

永
正
九
年
正
月
二
十
四
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
加
朱
墨
訖

少
納
言
清
原
朝
臣
　
判

以
唐
本
校
了

宣
賢
｜
｜
｜
｜



【
巻
四
末
】

永
正
九
年
正
月
二
十
九
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
即
朱
点
墨
点
訖

少
納
言
清
原
朝
臣
　
判

宣
賢
｜
｜
｜
｜
　
　
以
唐
本
校
正
了

【
巻
五
末
】

永
正
九
年
正
月
三
十
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
加
朱
墨
両
点
訖

少
納
言
清
原
朝
臣
　
判

【
巻
七
末
】

永
正
九
年
二
月
四
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
加
朱
墨
訖

少
納
言
清
原
朝
臣
　
判

【
巻
八
末
】

永
正
九
年
二
月
六
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
即
加
朱
墨
点
訖

少
納
言
清
原
朝
臣
　
御
判

宣
賢
｜
｜
｜
｜
｜

【
巻
九
末
】

永
正
九
年
二
月
七
日
以
累
家
秘
本
書
写
之
加
朱
墨
訖

少
納
言
清
原
朝
臣
　
判

宣
賢
｜
｜
｜
｜
｜

【
巻
十
末
】
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此
書
文
増
減
字
異
同
多
本
共
以
不
一
同
以
唐
本
欲
決
之

未
求
得
之
専
以
当
家
古
本
取
準
的
書
写
之
卒
終
朱

墨
功
訖

永
正
九
年
二
月
九
日
　
少
納
言
清
原
朝
臣
　
御
判

宣
賢
｜
｜
｜
｜
｜

文
字
増
減
年
来
不
審
以
数
多
家
本
雖
令
校
合
共
以
不
一
□

爰
唐
本
不
慮
感
得
之
間
即
校
正
之
処
相
違
非
一
旦
古
本
之

躰
法
今
非
可
改
易
仍
脇
注
之
両
存
焉
就
家
説
於
無
害
之

文
字
者
以
朱
消
之
是
又
非
憶
説
黄
表
紙
家
如
此
類
有
之

後
来
以
此
本
可
為
証
者
乎

永
正
十
七
年
九
月
二
十
三
日
　
給
事
中
清
原
宣
賢

更
に
枝
賢
の
自
筆
の
奥
書
が
四
箇
所
に
見
え
る
。（
本
文
や
宣
賢
の
本
奥
書
と
は
、
非
常
に
似
て
い
る
が
、
別
筆
の
よ
う
で
あ
る
）

【
巻
二
末
】

右
加
一
覧
之
処
家
本
無
相
違
勿
令

外
見
矣
　
　
　
　
大
外
記
兼
博
士
清
原
朝
臣
枝
賢
「
東
」（
朱
印
）

【
巻
六
末
】

右
加
一
覧
之
処
無
相
違
可
謂
秘
本
六
巻
一
冊
故

外
史
康
貞
闕
如
之
依
之
康
雄
補
闕
拾
遺
而
写
家
説



朱
墨
点
不
漏
一
事
勿
令
外
見
矣

大
外
記
兼
博
士
清
原
朝
臣
枝
賢
「
東
」（
朱
印
）

【
巻
四
・
八
末
】

右
加
一
覧
之
処
家
本
無
相
違
勿
令
外
見
矣

大
外
記
兼
博
士
清
原
朝
臣
枝
賢
「
東
」（
朱
印
）

【
巻
十
末
】

夫
以
斉
家
治
国
之
要
莫
過
乎
此
書
以
孝
鳴
者
顔
曽
也

以
徳
鳴
者
孔
孟
也
以
半
部
鳴
宋
趙
晋
也
況
於
学
者
乎
不
可

不
時
習
鳴
乎
一
寸
璧
玉
也
漢
家
本
朝
賞
之
翫
之
可
謂

亀
鏡
鴻
宝
而
已
故
以
累
家
秘
本
加
朱
墨
両
点
勿
令
出
深

窓
矣

天
文
辛
亥
秋
九
月
重
陽
　
従
四
位
上
行
大
外
記
兼
博
士
伊
豫
介
清
原
朝
臣
枝
賢
「
東
」（
朱
印
）

以
上
に
よ
り
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
由
来
が
明
か
と
な
る
の
で
あ
る
。「
桑
名
文
庫
」「
立
教
館
／
図
書
印
」「
白
河
文
庫
」
印
を
各
冊
首
に
捺
し
、

寛
政
の
改
革
で
有
名
な
松
平
楽
翁
定
信
（
一
七
五
八
〜
一
八
二
九
）
の
旧
蔵
で
あ
っ
た
。「
向
黄
邨
／
珍
蔵
印
」（
陰
刻
）
印
が
あ
り
、
明
治
の
漢

学
者
向
山
黄
邨
（
一
八
二
六
〜
一
八
九
七
）
の
手
を
経
て
和
田
雲
邨
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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四
、
釈
梵
舜
の
伝
鈔

枝
賢
本
の
伝
承
者
に
、
梵
舜
が
い
た
。
釈
梵
舜
（
天
文
二
十
二
年
〜
寛
永
九
年
＝
一
五
五
三
〜
一
六
三
二
）
は
、
宣
賢
の
男
で
神
道
吉
田
家
に

入
っ
た
吉
田
兼
右
（
永
正
十
三
年
〜
元
亀
四
年
＝
一
五
一
六
〜
一
五
七
三
）
の
男
。
兄
に
兼
見
（
天
文
四
年
〜
慶
長
十
五
年
）
が
い
た
。
順
番
か

ら
言
え
ば
、
父
兼
右
が
先
に
論
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
梵
舜
は
、
と
り
わ
け
宣
賢
・
枝
賢
の
経
学
を
受
け
継
ぐ
こ
と
綿

密
で
、
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
に
古
活
字
版
『
孟
子
』（
内
閣
文
庫
蔵
）
に
宣
賢
点
を
移
点
し
て
い
る
の
な
ど
は
、
宣
賢
学
の
本
質
を
完
璧

に
伝
え
た
定
本
で
（
拙
論
「
古
活
字
版
趙
注
孟
子
校
記
」『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
二
十
八
輯
参
照
）、
従
兄
弟
に
当
た
る
枝
賢
と
も
伝
鈔
本
に
関
す

る
連
絡
が
あ
り
、
元
亀
年
間
、
清
家
本
流
の
枝
賢
な
ど
の
活
躍
を
、
家
外
に
あ
っ
て
興
隆
せ
し
め
た
重
要
な
人
物
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
伝
承
は

宣
賢
・
枝
賢
に
最
も
近
く
、
本
家
船
橋
家
の
国
賢
・
秀
賢
に
も
増
し
て
、
迫
力
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
、『
論
語
集
解
』
の
伝
鈔
本
も
枝
賢
本
の
姿

を
よ
く
伝
え
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
こ
で
は
枝
賢
本
に
接
す
る
順
位
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

京
都
大
学
に
所
蔵
さ
れ
る
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
の
写
本
は
、
梵
舜
が
十
八
歳
の
時
で
あ
り
、
枝
賢
五
十
二
歳
、
父
兼
右
五
十
六
歳
で
あ
っ

た
。
枝
賢
が
天
文
五
年
、
十
七
歳
の
時
、
鈔
写
し
た
の
を
彷
彿
さ
せ
る
。

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
（1-66

ﾛ1

谷
村
文
庫
）

論
語
十
巻
　
魏
何
晏
集
解
　
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
釈
梵
舜
写
　
五
冊

本
書
は
、
釈
梵
舜
の
筆
写
に
係
る
と
判
断
し
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
が
、
何
晏
の
序
文
の
部
分
は
原
紙
を
切
り
取
り
、
そ
こ
に
原
寸
通
り
に
紙

を
貼
り
、
新
た
に
補
写
し
て
い
る
不
思
議
な
箇
所
も
あ
り
、
或
い
は
、
一
部
、
別
筆
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
欄
外
に
、
数
百

年
を
経
た
天
保
年
間
に
本
書
を
用
い
て
講
義
し
た
記
録
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
梵
舜
の
手
か
ら
再
び
清
家
本
流
の
舟
橋
家
又
は
、
庶
流
の
伏
原



家
に
戻
っ
た
テ
キ
ス
ト
と
考
え
ら
れ
、
講
義
者
は
、
明
経
博
士
で
あ
っ
た
舟
橋
在
賢
（
文
化
一
年
〜
文
久
四
年
＝
一
八
〇
四
〜
一
八
六
四
）
か
伏

原
宣
明
（
寛
政
二
年
〜
文
久
二
年
＝
一
七
九
〇
〜
一
八
六
二
）
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
更
に
、
本
書
は
清
家
本
流
か
ら
伝
わ
っ
た
清
家
文
庫
に

は
含
ま
れ
ず
、
後
世
、
市
場
か
ら
蔵
書
家
谷
村
一
太
郎
が
蒐
書
し
た
も
の
で
（
谷
村
文
庫
）
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
後
に
、
方
々
に
散
じ
た
伏

原
家
伝
来
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

濃
紺
色
艶
出
表
紙
（
第
四
冊
目
は
剥
落
）。
二
十
七
・
二
×
二
十
・
四
尺
。
題
簽
は
丹
色
金
泥
の
鳥
の
子
を
料
紙
と
し
、「
論
語
　
一
之
二
」
な
ど

と
墨
書
す
る
。
第
一
冊
の
題
簽
に
は
、
更
に
「
圓
珠
経
　
枝
賢
自
筆
之
写
本
ニ
ア
リ
」
と
墨
書
で
加
え
る
。
す
な
わ
ち
、
京
大
蔵
天
文
五
年
枝
賢

令
写
本
（1-66

ﾛ5

）
を
指
し
て
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
何
晏
の
論
語
序
は
、
東
洋
文
庫
所
蔵
（1C

41

）
枝
賢
天
文
二
十
年
証
本
と
全
く
同
じ
、
ま

た
、
巻
第
一
首
も
東
洋
文
庫
本
と
同
様
で
あ
る
が
、

論
語
学
而
第
一
　
　
　
何
晏
集
解

子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
説
乎
・
・
・

の
「
論
語
学
而
第
一
」
題
の
右
に
②
、
左
に
①
、「
何
晏
集
解
」
の
右
に
⑦
、
左
に
⑤
の
校
異
を
書
き
入
れ
（
番
号
は
東
洋
文
庫
本
の
解
説
に
準

じ
る
）、
枝
賢
天
文
二
十
年
証
本
の
や
や
簡
略
化
を
行
う
。
す
な
わ
ち
、
宣
賢
点
第
一
次
移
点
本
に
改
訂
を
加
え
た
第
二
次
宣
賢
点
移
点
本
を
生

み
、
こ
れ
が
以
後
の
準
的
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

因
み
に
、
学
而
篇
に
於
い
て
、
宣
賢
第
一
次
点
本
の
字
句
を
、
そ
の
校
勘
に
従
っ
て
訂
正
し
て
い
る
箇
所
を
少
し
く
挙
げ
て
み
る
と
、

「
孝
悌
」
を
「
孝
弟
」
に
。「
導
千
乗
之
国
」
を
「
道
千
乗
之
国
」
に
。「
為
之
政
教
也
」（
注
）
を
「
為
政
教
」
に
。「
通
十
為
城
」（
注
）
を
「
通

十
為
成
」
に
。「
千
城
也
」（
注
）
を
「
千
成
」
に
。「
有
竒
」（
注
）
を
「
有
畸
」
に
。「
愛
養
也
」（
注
）
を
「
愛
養
」
に
。「
ト
商
也
」（
注
）

を
「
ト
商
」
に
。「
而
皆
帰
於
厚
也
」（
注
）
を
「
皆
帰
於
厚
也
」
に
。「
為
治
也
」（
注
）
を
「
為
治
」
に
。「
近
於
義
」（
注
）
を
「
近
義
」
に
。
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「
近
於
礼
」（
注
）
を
「
近
礼
」
に
。「
有
道
徳
者
也
」（
注
）
を
「
有
道
徳
者
」
に
。「
好
礼
」（
注
）
を
「
好
礼
者
」
に
。「
知
来
者
也
」
を
「
知

来
者
」
に
。

ま
た
、
こ
の
異
同
は
前
述
の
天
文
五
年
枝
賢
令
写
本
と
同
じ
く
、
本
書
の
源
流
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
例
え
ば
、
巻
九
の
尾
題
経

注
字
数
に
、
天
文
五
年
本
「
経
一
千
六
百
五
十
字
」
に
対
し
て
、
本
書
は
「
経
一
千
六
百
五
十
一
字
」
に
作
り
、
天
文
五
年
本
が
宣
賢
点
第
一
次

移
点
本
に
従
っ
て
い
る
の
を
本
書
は
更
に
訂
正
し
て
い
る
箇
所
も
見
う
け
ら
れ
る
。

無
論
、
こ
れ
以
外
に
も
校
異
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
枝
賢
系
本
は
全
て
を
宣
賢
の
校
異
に
よ
っ
て
変
え
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ

に
中
世
期
の
古
鈔
本
成
立
の
最
も
困
難
な
側
面
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

本
文
の
料
紙
は
楮
紙
。
四
周
単
辺
の
墨
界
、
そ
の
内
郭
は
二
十
一
・
三
×
十
八
・
二
尺
。
幅
二
・
五
尺
。
毎
半
葉
七
行
、
毎
行
十
四
字
に
書
写

し
、
字
様
も
枝
賢
天
文
二
十
年
証
本
に
よ
く
似
、
ま
た
、
次
に
述
べ
る
吉
田
家
本
・
三
十
郎
本
な
ど
に
も
よ
く
似
て
い
る
。
お
し
な
べ
て
、
枝
賢

本
の
系
統
は
皆
同
様
の
字
様
風
格
を
持
ち
、
そ
の
筆
勢
と
書
式
か
ら
一
見
し
て
そ
の
類
似
性
を
感
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
附
言
す
る

な
ら
ば
、
こ
の
字
様
の
類
似
性
が
室
町
時
代
経
書
古
鈔
本
の
大
き
な
特
性
と
認
め
ら
れ
、
清
家
の
伝
鈔
本
の
勢
力
を
こ
こ
に
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
当
時
、
ま
た
大
き
な
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
、
関
東
の
足
利
学
校
に
源
を
発
す
る
数
多
の
古
鈔
本
が
類
似
的
字
様
風

格
を
も
っ
て
行
わ
れ
、
か
つ
、
清
家
系
統
の
古
鈔
本
と
全
く
異
質
な
字
様
風
格
で
対
抗
し
て
い
た
学
的
形
勢
を
も
我
々
は
容
易
に
見
て
取
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

本
文
へ
の
書
き
入
れ
は
、
訓
点
（
返
り
点
・
送
り
仮
名
・
縦
点
・
附
訓
・
声
点
・
傍
注
・
音
注
）
を
墨
で
加
え
、
ヲ
コ
ト
点
・
句
点
・
声
点
・

合
点
を
朱
に
て
加
え
る
。
こ
れ
ら
は
、
本
文
と
同
筆
か
同
時
期
の
も
の
で
、
大
部
分
が
、
梵
舜
の
手
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
も
の
と
見
て
誤
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。
第
一
冊
末
に
、「
経
」
と
「
紀
」
に
分
か
つ
ヲ
コ
ト
点
図
を
書
し
、「
唯
礼
院
殿
自
筆
ヲ
以
テ
写
之
」
と
梵
舜
の
手
で
加
え
る
。
経

伝
・
紀
伝
の
点
図
の
参
考
に
付
し
て
い
る
。
更
に
、
巻
十
末
に
宣
賢
の
本
奥
書
を
写
し
て
い
る
。

家
本
雖
有
数
部
本
経
之
異
同
置
字
之
増
減
共
以
一
揆
其
中



有
琢
磨
之
秘
本
以
之
為
準
的
假
手
新
写
之
卒
予
加
朱
墨

塁
葉
家
点
也
孫
々
子
々
深
秘
勿
出
函
底
矣

侍
従
三
位
清
原
朝
臣
宣
―
賢
御
判

ま
た
、
そ
の
後
に
続
け
て
、

右
以
本
清
家
本
写
之

元
亀
二
年
六
月
三
日
　
　
　
梵
舜
侍
者
　
（
花
押
）

と
、
梵
舜
の
書
写
奥
書
が
記
さ
れ
る
。
十
代
の
若
書
き
で
あ
る
が
、
前
述
の
『
孟
子
』
に
記
さ
れ
た
慶
長
十
七
年
、
還
暦
の
字
様
に
通
じ
る
特
性

が
感
じ
ら
れ
、
誠
実
な
、
中
世
期
の
学
術
を
、
如
実
に
物
語
る
よ
う
で
あ
る
。

上
欄
欄
外
に
、
天
保
年
間
の
清
家
博
士
が
本
書
を
用
い
て
講
義
し
た
記
録
が
書
き
入
れ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
天
保
十
一
年
十
月
二
十
二
日
」

か
ら
「
同
年
十
一
月
十
七
日
」、
少
し
空
い
て
「
同
十
二
年
五
月
十
六
日
」
か
ら
「
同
年
十
二
月
二
十
六
日
」、
そ
し
て
「
同
十
三
年
二
月
十
一
日
」

か
ら
「
同
十
四
年
六
月
一
日
」
ま
で
で
全
て
十
巻
を
終
え
て
い
る
。

以
上
の
枝
賢
・
梵
舜
の
『
論
語
』
伝
鈔
を
概
観
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

天
文
五
年
　
（
一
五
三
六
）
宣
賢
六
十
二
歳
　
良
雄
三
十
八
歳
　
枝
賢
十
七
歳
（『
論
語
』
令
写
）

天
文
十
九
年
（
一
五
五
〇
）
宣
賢
没
＝
七
十
六
歳
　
枝
賢
三
十
一
歳

天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
梵
舜
生
ま
れ
る

永
禄
九
年
　
（
一
五
六
六
）
枝
賢
四
十
七
歳
（
天
文
版
論
語
に
加
点
）
良
雄
没
＝
六
十
七
歳

元
亀
二
年
　
（
一
五
七
一
）
枝
賢
五
十
二
歳
（
正
平
版
論
語
に
加
点
）
梵
舜
十
八
歳
（『
論
語
』
を
伝
鈔
）

天
正
四
年
　
（
一
五
七
六
）
枝
賢
五
十
七
歳
（
天
文
五
年
鈔
本
『
論
語
』
に
加
証
）
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天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
枝
賢
没
＝
七
十
一
歳

寛
永
九
年
　
（
一
六
三
二
）
梵
舜
没
＝
八
十
歳

五
、
吉
田
兼
右
の
伝
鈔

吉
田
（
卜
部
）
兼
右
（
永
正
十
三
年
〜
元
亀
四
年
＝
一
五
一
六
〜
一
五
七
三
）
は
、
前
述
の
如
く
、
宣
賢
の
男
に
し
て
梵
舜
の
父
で
あ
る
。
枝

賢
は
甥
に
あ
た
る
が
四
歳
の
年
長
に
過
ぎ
ず
同
年
代
に
属
す
る
。
神
官
吉
田
兼
満
の
嗣
と
な
る
も
宣
賢
の
庇
護
を
受
け
た
か
ら
、
宣
賢
系
の
テ
キ

ス
ト
を
多
く
引
き
継
い
だ
。『
論
語
集
解
』
の
伝
鈔
は
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
二
種
の
古
鈔
本
を
伝
え
、
い
ず
れ
も
そ
の

自
筆
本
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
（123

･3

ｲ13
）

論
語
十
巻
　
魏
何
晏
集
解
　
室
町
時
代
末
期
写
（
伝
吉
田
兼
右
）

五
冊

本
書
は
、
前
述
の
梵
舜
本
と
全
く
同
一
の
テ
キ
ス
ト
で
、
字
様
・
字
句
異
同
・
校
異
な
ど
、
ど
れ
を
取
っ
て
み
て
も
瓜
二
つ
の
写
本
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
永
正
九
年
宣
賢
定
本
に
基
づ
き
枝
賢
ら
が
改
訂
を
加
え
た
と
推
定
さ
れ
る
第
二
次
宣
賢
点
移
点
本
に
相
当
す
る
。
桐
箱
に
収
納
さ
れ
、

蓋
の
裏
に
「
吉
田
兼
右
自
筆
／
卜
部
吉
田
家
伝
来
」
と
、
そ
れ
と
は
別
筆
で
（
沖
森
直
三
郎
氏
筆
）
と
鑑
定
さ
れ
て
い
る
付
箋
が
あ
り
、
こ
れ
に

よ
っ
て
、
兼
右
の
自
筆
本
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
各
冊
に
「
岡
田
真
／
之
蔵
書
」
と
蔵
印
が
捺
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
吉
田
家
か
ら

散
じ
た
も
の
が
転
々
蔵
書
家
岡
田
真
の
手
に
帰
し
、
昭
和
三
十
年
の
岡
田
文
庫
入
札
時
、
沖
森
書
店
主
が
落
札
し
た
も
の
で
、
そ
の
由
緒
書
き
は

故
な
し
と
し
な
い
。
無
論
、
梵
舜
本
は
元
亀
二
年
の
書
写
、
兼
右
は
元
亀
四
年
に
没
し
て
い
る
か
ら
、
い
ず
れ
が
先
か
と
言
え
ば
、
兼
右
本
が
先



で
あ
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
そ
の
前
後
は
こ
れ
ら
の
写
本
の
本
質
に
影
響
を
与
え
る
要
因
と
は
な
ら
な
い
。

薄
茶
色
表
紙
、
原
装
。
二
十
七
×
二
十
二
・
五
尺
。
題
簽
に
「
論
語
　
三
之
四
」
な
ど
と
本
文
同
筆
に
て
墨
書
す
る
。
何
晏
の
論
語
序
、
並
び

に
巻
一
首
題
の
形
式
は
、
梵
舜
本
と
同
一
。
四
周
単
辺
の
墨
界
（
内
郭
二
十
一
・
二
×
十
九
・
一
尺
）
に
毎
半
葉
七
行
、
毎
行
十
四
字
に
書
す
。

全
巻
一
筆
で
、
書
き
入
れ
（
梵
舜
本
と
同
じ
）
も
同
筆
。
朱
の
ヲ
コ
ト
点
も
附
す
。
料
紙
は
厚
手
の
楮
紙
を
用
い
、
尾
題
の
あ
り
か
た
も
梵
舜
本

に
同
じ
で
あ
る
。
巻
第
一
の
末
に
、
本
文
と
同
筆
に
て
、
梵
舜
本
の
巻
十
末
に
記
さ
れ
た
宣
賢
の
本
奥
書
を
写
し
て
い
る
（
改
行
は
や
や
異
な
る
）。

書
写
字
様
は
、
横
の
線
に
力
が
あ
り
、
梵
舜
本
に
比
べ
て
力
は
弱
い
感
じ
が
す
る
。
紙
質
は
室
町
末
近
世
初
に
よ
く
見
ら
れ
る
黄
味
を
帯
び
た

上
質
紙
で
あ
る
。
次
掲
の
三
十
郎
本
に
そ
の
紙
質
は
よ
く
似
て
い
る
。

同
じ
く
、
兼
右
の
書
写
と
伝
え
ら
れ
る
経
文
だ
け
で
注
文
を
省
い
た
単
経
本
が
伝
わ
る
。

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
（123

･3
ｲ15
）

論
語
十
巻
　
魏
何
晏
集
解
・
単
経
本
　
室
町
時
代
後
期
写
（
伝
吉
田
兼
右
）
二
冊

本
書
は
、
字
様
極
め
て
前
記
（
ｲ13

）
本
に
似
る
。（
ｲ13
）
本
よ
り
は
力
強
い
感
じ
が
す
る
が
、
筆
裁
き
は
同
様
で
あ
る
。
字
句
も
第
一
次

宣
賢
点
本
と
は
異
な
り
、（
ｲ13

）
本
の
第
二
次
宣
賢
点
本
移
点
の
も
の
と
一
致
し
、（
ｲ13

）
本
の
注
釈
を
省
い
た
、
本
文
の
み
を
書
写
し
た
も

の
か
と
思
わ
れ
る
。

茶
色
表
紙
原
装
。
二
十
七
×
二
十
・
二
尺
。
桃
色
に
金
泥
の
古
い
料
紙
を
用
い
た
題
簽
に
「
論
語
　
上
下
」
と
本
文
同
筆
か
と
思
わ
れ
る
墨
書

が
あ
る
。
外
の
帙
に
は
「
吉
田
兼
右
筆
　
天
文
頃
写
」
と
弘
文
荘
の
墨
書
。

魏
何
晏
の
序
・
巻
一
首
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
題
す
る
（
訓
点
書
き
入
れ
を
施
す
）。
学
而
の
首
題
下
に
一
篇
の
章
数
を
欠
き
、
巻
二
以

降
に
具
わ
る
の
な
ど
は
枝
賢
本
系
統
の
特
色
を
物
語
る
。
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論
語
序

叙
曰
漢
中
塁
校
尉
劉
向
言
魯
論
語
二
十
篇

皆
孔
子
弟
子
記
諸
善
言
也
太
子
大
傅
夏
侯

論
語
学
而
第
一
　
　
　
　
　
何
晏
集
解

子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
説
乎
有
朋
自
遠
方

書
式
は
四
周
単
辺
、
内
郭
は
二
十
二
・
二
×
十
七
尺
、
界
の
幅
は
二
・
四
尺
。
墨
に
よ
る
訓
点
（
返
り
点
・
送
り
が
な
・
縦
点
・
附
訓
）、
朱

に
よ
る
句
点
、
朱
引
き
な
ど
を
加
え
る
が
、
本
文
と
同
筆
と
思
わ
れ
る
。
ヲ
コ
ト
点
は
な
い
（
第
九
子
罕
篇
に
少
々
あ
る
の
み
）。
料
紙
は
楮
紙
。

（
ｲ13

）
本
に
比
し
て
そ
の
紙
質
は
古
く
感
じ
ら
れ
る
。
全
巻
を
通
じ
て
一
筆
で
あ
る
が
、
里
仁
篇
の
第
二
丁
表
の
六
行
目
か
ら
裏
丁
に
か
け
て
、

原
紙
を
切
り
取
り
、
新
た
に
料
紙
を
貼
り
付
け
、
そ
こ
に
別
筆
で
補
写
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
補
写
は
舟
橋
秀
賢
・
国
賢
の
手
で
あ
ろ
う
か
。
尾

題
は
「
論
語
巻
第
一
」
の
ご
と
く
記
し
、
経
注
字
数
は
附
さ
な
い
。

以
上
二
本
の
伝
鈔
を
見
る
に
、
兼
右
は
宣
賢
の
家
学
を
吸
収
す
る
も
、
子
の
梵
舜
と
と
も
に
、
良
雄
・
枝
賢
が
発
展
さ
せ
た
第
二
次
宣
賢
系
テ

キ
ス
ト
を
伝
え
、
吉
田
家
に
『
論
語
集
解
』
の
学
統
を
確
立
し
た
こ
と
が
伺
え
る
。
こ
こ
に
同
様
の
伝
本
を
二
本
伝
え
る
が
、
こ
う
し
た
幾
次
と

な
く
書
写
を
繰
り
返
す
中
世
期
の
秘
本
伝
承
は
、
書
写
自
体
に
の
み
流
布
の
可
能
性
を
持
ち
な
が
ら
、
次
第
に
裾
野
を
広
げ
て
い
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
、
ま
も
な
く
到
来
す
る
慶
長
時
代
の
古
活
字
版
を
中
心
と
す
る
華
麗
な
出
版
文
化
の
ゆ
る
ぎ
な
い
底
力
と
な
っ
て
、
見
事
に
結
実
し
た
も
の

と
総
括
さ
れ
る
の
で
あ
る
。



六
、
三
十
郎
盛
政
の
伝
鈔

本
書
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
安
田
文
庫
蒐
集
古
鈔
本
『
論
語
集
解
』
に
つ
い
て
」（『
藝
文
研
究
』
八
七
号
・
二
〇
〇
四
）
に
詳
解
し
た
の
で
そ

れ
を
も
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
要
は
、
本
書
は
梵
舜
本
・
兼
右
本
と
全
く
同
一
の
系
統
で
、
字
様
・
内
容
と
も
に
相
似
関
係
に
あ
る
こ
と

で
、
更
に
、
末
尾
に
書
写
奥
書
で
「
右
本
清
家
秘
点
也
則
雪
庵
道
白
真
筆
写
之
／
三
十
郎
盛
政
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
雪
庵
道
白
、
つ
ま
り
、

枝
賢
本
に
依
っ
た
こ
と
が
明
確
に
記
さ
れ
て
い
て
、
本
書
の
価
値
を
高
か
ら
し
め
て
い
る
。
三
十
郎
盛
政
は
、
枝
賢
の
男
国
賢
の
門
人
で
あ
る
と

伝
え
ら
れ
る
。
天
正
か
ら
慶
長
年
間
に
か
け
て
の
書
写
に
か
か
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
門
外
不
出
の
家
伝
が
緩
や
か
に
崩
壊
し
て
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ゆ
く
事
態
が
よ
く
理
解
さ
れ
る
。

本
書
に
至
る
ま
で
の
流
れ
を
改
め
て
ま
と
め
る
と
〔
図
２
〕
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

書
式
は
四
周
双
辺
、
有
界
、
毎
半
葉
五
行
、
毎
行
十
五
字
、
内
郭
は
二
十
・
四
×
十
六
・
四
尺
。
界
幅
は
三
・
三
尺
。
料
紙
は
楮
紙
。
縹
色
の

古
表
紙
二
十
六
×
二
十
・
五
尺
を
包
背
装
に
す
る
。
全
巻
一
筆
で
訓
点
書
き
入
れ
は
本
文
同
筆
。
朱
の
ヲ
コ
ト
点
あ
り
。
狩
谷

斎
（
一
七
七
四

〜
一
八
三
五
）
旧
蔵
で
『
経
籍
訪
古
志
』
著
録
。
安
田
文
庫
の
蒐
集
本
。

七
、
そ
の
他
の
伝
鈔

次
に
、
明
確
な
根
拠
を
欠
く
が
、
書
風
や
字
句
の
あ
り
方
か
ら
、
上
述
の
枝
賢
系
統
の
テ
キ
ス
ト
に
属
す
る
と
判
断
さ
れ
る
伝
鈔
本
に
二
本
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
一
は
、
近
鉄
大
和
文
華
館
所
蔵
の
鈴
鹿
文
庫
本
で
、
単
経
本
二
冊
、
一
は
、
陽
明
文
庫
所
蔵
、
五
冊
本
で
あ
る
。
近
鉄
本
は
、

天
理
・
吉
田
兼
右
本
に
字
様
も
似
、
字
句
も
学
而
篇
の
「
孝
弟
」、「
道
千
乗
之
国
」、「
知
来
者
」
な
ど
、
第
二
次
宣
賢
点
移
点
系
、
枝
賢
本
と
同

じ
で
あ
る
。
陽
明
文
庫
本
も
、
字
様
、
梵
舜
本
・
兼
右
本
に
相
似
し
、
字
句
の
異
同
は
、
第
一
次
宣
賢
点
移
点
本
と
比
す
る
に
、「
孝
悌
」
を

「
孝
弟
」
に
、「
導
千
乗
之
国
」
を
「
道
千
乗
之
国
」
に
、「
為
之
政
教
也
」（
注
）
を
「
為
政
教
」
に
、「
有
竒
」（
注
）
を
「
有
畸
」
に
つ
く
る
な

ど
第
二
次
宣
賢
点
移
点
系
、
枝
賢
本
に
同
一
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
通
十
為
城
」（
注
）
を
「
通
十
為
成
」
に
、「
千
城
也
」（
注
）
を
「
千
成
」
に

改
訂
す
る
こ
と
は
な
く
、
第
一
次
宣
賢
点
移
点
本
の
名
残
を
持
つ
。

大
和
文
華
館
蔵
（
鈴
鹿
文
庫5-4145

〜6

）

論
語
十
巻
　
魏
何
晏
集
解
・
単
経
本
　
室
町
時
代
末
近
世
初
期
写
　
二
冊



茶
褐
色
表
紙
の
原
装
、
十
六
・
六
×
十
一
尺
。
丹
色
の
古
題
簽
に
本
文
同
筆
に
て
「
論
語
　
上
下
」
と
墨
書
す
る
。
書
品
は
大
振
り
で
重
量
感

を
持
ち
、
由
緒
あ
る
伝
本
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
筆
跡
も
全
巻
一
筆
で
、
墨
色
濃
厚
に
し
て
力
あ
る
縦
線
の
筆
は
清
家
系
の
特
色
を
伝

え
る
。
鈴
鹿
氏
は
、
吉
田
神
社
に
奉
職
、
吉
田
家
と
深
い
関
係
に
あ
り
、
兼
右
以
降
の
『
論
語
集
解
』
伝
鈔
の
一
翼
を
担
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は

十
分
に
想
像
さ
れ
る
。
永
禄
・
元
亀
・
天
正
頃
の
書
写
に
係
る
と
思
わ
れ
る
。
何
晏
の
序
、
本
文
巻
頭
は
、

論
語
序

叙
曰
漢
中
塁
校
尉
劉
向
言
魯
論
語
二

論
語
学
而
第
一
　
　
　
何
晏
集
解
　
　
（
章
数
は
全
篇
な
し
）

子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
説
乎
有
朋
自

と
題
す
。
書
式
は
、
四
周
単
辺
、
有
界
、
毎
半
葉
七
行
、
毎
行
十
四
字
。
内
郭
は
二
十
一
・
二
×
十
六
・
七
尺
。
界
幅
は
二
・
五
尺
。
本
文
同
筆

の
書
き
入
れ
訓
点
（
返
り
点
・
送
り
が
な
・
縦
点
・
附
訓
）、
朱
の
句
点
を
附
す
。
後
筆
に
よ
る
脱
落
箇
所
の
補
筆
が
巻
十
二
に
あ
る
。
料
紙
は

楮
紙
。
尾
題
は
、「
論
語
巻
第
一
」
な
ど
と
書
し
、
経
注
字
数
は
な
い
。「
尚

／
舎
蔵
」（
鈴
鹿
義
一
）
の
印
あ
り
。

陽
明
文
庫
蔵
（
近
ﾛ22

）

論
語
十
巻
　
魏
何
晏
集
解
　
室
町
時
代
末
近
世
初
期
写
　
五
冊

室
町
の
極
末
期
頃
の
濃
い
藍
色
表
紙
（
二
十
六
×
二
十
・
四
尺
）
に
厚
手
の
濃
丹
色
の
古
題
簽
に
「
論
語
一
之
二
」
な
ど
と
墨
書
。
何
晏
の
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序
・
巻
一
巻
首
は
、

論
語
序

叙
曰
漢
中
塁
校
尉
劉
向
言
魯
論
語
二

論
語
学
而
第
一
　
　
　
何
晏
集
解
　
　
（
章
数
は
学
而
の
み
な
し
、
他
は
あ
り
）

子
曰
学
而
時
習
之
不
亦
説
乎
・
・

と
題
す
。
書
式
は
、
四
周
単
辺
、
有
界
、
毎
半
葉
七
行
、
毎
行
十
四
字
。
内
郭
は
二
十
一
・
一
×
十
七
・
二
尺
。
界
幅
は
二
・
二
尺
。
本
文
同
筆

の
書
き
入
れ
訓
点
（
返
り
点
・
送
り
が
な
・
縦
点
・
附
訓
・
声
点
）、
朱
の
ヲ
コ
ト
点
を
附
す
。
尾
題
は
「
論
語
巻
第
一
」
な
ど
と
書
し
、
経
注

字
数
を
加
え
る
。
明
る
い
感
じ
の
楮
紙
を
用
い
、
重
量
感
あ
ふ
れ
る
墨
痕
を
伝
え
る
。
枝
賢
・
吉
田
家
に
関
係
す
る
伝
来
と
考
え
ら
れ
、
室
町
時

代
も
末
期
、
宣
賢
の
第
一
次
移
点
か
ら
、
助
字
の
整
理
、
版
本
と
の
校
勘
な
ど
、
や
や
本
文
の
洗
練
さ
れ
た
或
い
は
ま
た
、
自
由
な
改
字
が
許
さ

れ
た
第
二
次
移
点
本
が
斯
界
に
漸
く
定
着
を
見
、
伝
鈔
を
重
ね
て
然
る
べ
き
学
問
の
筋
に
浸
透
し
て
い
っ
た
状
況
を
如
実
に
感
じ
取
る
こ
と
が
で

き
る
一
本
で
あ
る
。「
近
衛
蔵
」「
陽
／
明
／
蔵
」
の
印
記
が
あ
る
。

八
、
結
語

以
上
、
八
点
の
古
鈔
本
『
論
語
集
解
』
が
、
一
つ
の
部
類
に
括
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
清
原
宣
賢
に
代
表
さ
れ
る
室
町
期
清
家
の
『
論
語
』

講
読
が
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
中
世
を
終
え
た
の
か
、
そ
の
理
解
に
は
、
枝
賢
・
吉
田
家
・
梵
舜
な
ど
の
活
動
を
把
握
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る



こ
と
を
こ
れ
ら
の
伝
本
は
物
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
、
厳
格
な
博
士
家
の
秘
伝
か
ら
、
緩
や
か
に
解
き
放
た
れ
た
伝
鈔
へ
と
講
読
の

姿
が
変
わ
り
、
や
が
て
林
羅
山
を
祖
と
す
る
新
し
い
、
朱
子
学
に
よ
る
『
論
語
』
講
読
に
道
を
譲
る
こ
と
に
な
る
。
清
家
か
ら
林
家
へ
と
儒
学
が

移
り
変
わ
る
、
そ
の
過
渡
期
と
も
言
え
る
室
町
後
期
三
代
の
清
家
本
の
伝
鈔
は
、
単
な
る
形
式
的
な
伝
承
に
終
わ
る
こ
と
の
な
い
、
気
迫
の
こ
も

っ
た
、
力
強
い
継
承
で
あ
っ
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
よ
う
。

と
は
言
え
、
室
町
期
、
清
家
を
取
り
巻
く
儒
学
の
環
境
は
、
多
様
な
伝
承
が
存
在
し
、『
論
語
集
解
』
の
伝
鈔
も
、『
論
語
義
疏
』
や
正
平
版

『
論
語
』
の
影
響
を
受
け
た
テ
キ
ス
ト
が
、
緇
流
を
中
心
と
し
た
学
団
に
流
通
し
、
更
に
は
足
利
学
校
系
の
伝
鈔
も
全
国
に
広
ま
る
な
ど
、
そ
の

複
雑
さ
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
百
種
を
超
す
伝
本
の
現
存
か
ら
、
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
の
潮
流
の
な
か
で
は
、
寧
ろ
少
数
派
に
属
す
る
清
家
本
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
宣
賢
以
降
の
清
家
の
講
義
活
動
や
啓
蒙
活
動
に
よ
っ
て
、

『
論
語
』
の
様
々
な
テ
キ
ス
ト
や
読
法
に
お
い
て
、
清
家
の
家
学
は
着
実
に
民
間
に
浸
透
し
、
近
世
の
『
論
語
』
講
読
に
も
色
濃
く
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
中
世
期
に
お
け
る
清
家
本
『
論
語
集
解
』
の
面
目
は
、
こ
れ
ら
一
群
の
枝
賢
系
古
鈔
本
の
な
か
に
も
躍
如
と
し
て
現
れ

て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
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